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朝夕ずいぶん 寒くな ってきました 。駅ま での道には金 木犀の いい香りが漂

い、電車のお 隣の方 からはかすか に樟脳 の匂い。季節 を感じ ながら通勤し て

います。  

現在会員登録数 3,398 人さま。次号は 11 月 20 日発行の予定 で す。／  
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●  講演会「しかけ 絵 本に驚く、楽 しむ－ イギリスの歴 史から はじめて－」  

参加者募集  

講  師：三宅興子さ ん （当財団特別 顧問、 梅花女子大学 名誉教 授）  

日  時： 11 月 28 日（土）午後２時 ～４時  

会  場：大阪府立中 央 図書館  ２階  多目的 室（東大阪市 荒本）  

定  員： 40 人（申込先 着順）  参加 費： 1500 円  

主  催：一般財団法 人  大阪国際児童文学 振 興財団  

後  援：大阪府立中 央 図書館  

お申込み、詳 細は  ↓  ↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#021128koenkai 

 

※後日、会場での講 演 会を撮影・編集した も のをインター ネット 配信します。  

11 月１日（日） から 、外部決済シ ステム 「 Peatix」で申込受 付します。  

配信期間： 12 月 22 日（火）～令和 ３年２ 月 25 日（木）  

視聴料：１５ ００円  定員なし  

 

●「第 37 回  日産  童話と絵本のグ ランプ リ」作品募集  ＜締 切間近！＞  

ア マ チ ュ ア 作 家 を 対 象 と し た 創 作 童 話 と 絵 本 の コ ン テ ス ト で す 。 構 成 、 時 代  

な ど テ ー マ は 自 由 で 、 子 ど も を 対 象 と し た 未 発 表 の 創 作 童 話 、 創 作 絵 本 を 募  

集しています 。締め 切りは 10 月 31 日（土）です。  詳細は ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/02_nissan/index.html#37boshu 

 

●  研究紀要の原稿 募 集  ＜締切間 近！＞  

当財団では「 大阪国 際児童文学振 興財団  研究紀要」第 34 号の原稿を募集し

ています。  詳細は ↓↓  



http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/04_journal/boshu.html 

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

＜クレジット カード でご寄付いた だける ようになりま した＞  

詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation.html 

 

● YouTube「大阪国際 児童文学振興 財団  公 式チャンネル  IICLO」  

https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA 

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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【２】コラム  
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***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

***************************************************************** 

『ぼくのまつ り縫い  手芸男子と カワイ イ後輩』  神 戸遥真 /作  偕成社ノ

ベルフリーク  偕成 社  2020年 9月  対象 年齢：中学生 以上  

 

あらすじ：中 学２年 の針宮優人（ ゆうと ）は、裁縫が 好き。 入学時には、 そ

のことを隠し ていた が、文化発表 会をき っかけに、被 服部に 入部した

（『ぼくのま つり縫 い  手芸男子 は好き っていえない 』 2019年 11月）。続

刊である本書 では、 新１年生の小 倉さん が入部し、優 人がカ ワイイものが

好きと聞いて 「ガッ カリ」と言っ たり、 「好きなこと 好きに やるんで、基

本はほっとい てくだ さい。」と言 ったり する。そして 、彼女 によってクラ

ブ内の人間関 係がぎ くしゃくする 。  

 

Ｔ：１ 作目が、好き な ことをする自 分を見 出す、または、ため ら いを越える作

品 だ と し た ら 、 ２ 作 目 は 他 者 と の 葛 藤 が 描 か れ た 作 品 に な っ て い ま す 。 作

品が重層化し たと思 いました。  

Ｙ：なるほど 。この 作品はそうい うテー マがコミカル に描か れています。  

Ｔ：「カワイイ」が好 きな優人と、タイト ルは「カワイ イ後輩 」だけれど 、実

は、「カッコ イイ」が好 きな小倉さん。二人の 葛藤が描かれ ること によって、

男 女 関 係 な く 、 自 分 の 好 き な こ と を 好 き と い う こ と の 大 切 さ が 伝 わ っ て き

ます。  

Ｙ：裁縫は好 きだけれ ど、人とのコ ミュニケ ーションが苦 手な小 倉さんは、部

員全員（４人 ）で行 っ たクラフトシ ョップ・モモで、背が 高くて 、ふりふり

レ ー ス と リ ボ ン が た く さ ん の 、 ゴ ス ロ リ の 黒 い ド レ ス を 着 て い る モ モ ち ゃ

んに「ヘン」という 言 葉を投げつけ ます。人 の偏見には気 づいて も、自分の

中 に あ る 偏 見 に は 気 づ か な い と い う 小 倉 さ ん の 行 動 は 、 誰 に で も あ り 得 る

ことだと思い ました 。  

Ｔ：店主のモ モちゃん は、前作でも 本作でも キーパーソン 。優人た ち中学生を

見守り、受け 止めて くれます。  

Ｙ：小倉さ んは、こ の あと、モモ ちゃんに謝 罪します。読みながら 、こういう

「 イ タ い 」 失 敗 を 重 ね る の が 中 学 生 ら し く て 、 読 者 に も 共 感 さ れ る の で は

http://www.iiclo.or.jp/donation.html
https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://twitter.com/IICLO_News


ないかと思い ました。失敗といえば、前作で は、男子が苦手 で優人 の入部を

拒 絶 し た サ ン カ ク 先 パ イ が 部 長 に な り 、 責 任 を 感 じ す ぎ て ク ラ ブ に 行 け な

く な っ て し ま い ま す 。 ク ラ ブ の 人 間 関 係 に 悩 む と い う と こ ろ も 、 と て も 中

学生らしいと 思いま した。  

Ｔ：この作品 には悪い 人は出てきま せんが、それだけに、登場人物 の葛藤は、

自分自身のこ だわり と向き合うよ うに描 かれていると 思いま す。  

また、「料理」よ りも 趣味的要素が 強い「 手芸」が題材にな っ ている点もユ

ニークです。作品 内で も手芸の場面 が丁寧 に描かれ、巻末に も「ハリくんの

手芸ノート」 があり 、手芸の楽し さが伝 わってきます 。  

Ｙ：男子にも 女子に も手に取って 欲しい 作品だと思い ました 。  

 

＊今回のゲス トは当 財団の宮川健 郎理事 長（Ｔ）です 。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 62 回「十月の末 」  

 幼い子への まなざ し  

 

賢 治 の 作 品 に は 、 子 ど も た ち が 生 き 生 き と 躍 動 す る 姿 を ス ケ ッ チ し た 物 語 群

があります 。「村童ス ケッチ」と称される 作品ですが、本作「 十月の末」もそ

の一つです。  

 

物 語 は 、 あ る 農 家 の 一 日 を 描 い た も の で 、 朝 と 夜 の 二 つ の 部 分 か ら 構 成 さ れ

ています。  

嘉ッコは、小 学校に 入る前の子ど もです 。  

冬の朝、祖母・母と と もに豆畑へ出 た嘉ッ コは、隣の子の善 コに 会います。二

人は耳を塞ぐ ことで 聞こえる音（ 水の流れ るような音）の正体が わからず、母

に聞くと「西根山 の 滝の音」、祖 母に問う と「天の邪鬼の小 便 の音」と言われ

ます。  

そ の う ち 、 赤 ひ げ の 背 の 高 い 西 洋 人 が あ ら わ れ て 早 く 学 校 に 行 け と 怒 ら れ 、

また昨晩は町 で飲ん だくれて戻っ て来な かった祖父が 帰って きます。  

 

一方、夜は嘉ッコ の兄 が、鞄から読本（教 科 書）を出して音読 して いるシーン

か ら 始 ま り ま す 。 兄 が 読 ん だ 農 村 の 年 越 し 風 景 （ 母 が 手 ぎ わ の だ い こ ん な ま

す ／ こ れ が い な か の と し こ し ざ か な ） に 祖 父 は 異 を 唱 え 、 父 は 祖 父 の 言 葉 を

笑 い な が ら 共 感 し つ つ も 、 読 本 の 思 惑 を 推 察 し ま す 。 し か し 兄 が 気 分 を 害 し

ていると、突然の雹 。「お雷さん だ」とい う 祖父に続けて 、「 雹だ 」という父。

表 に 雹 を 取 り に 出 た 嘉 ッ コ は 、 白 く 光 っ て 通 り 過 ぎ る 稲 妻 に 向 か い 、 祖 父 よ

り聞かされた「山山 のへっぴり伯 父」（花 巻地方の民話 に登場 する屁の名人 ＝

新潮文庫注解 ）と叫 んで物語は閉 じられ ます。  

 

挿 入 さ れ る エ ピ ソ ー ド に 、 世 代 が 異 な る 家 族 の 自 然 や 生 活 上 の 微 妙 な 受 け 止

め の 違 い が さ り 気 な く 描 か れ ま す 。 暮 ら し の な か に 伝 承 が 深 く 息 づ い て き た

前近代的な世 代（祖父・祖母）と、やや現実的・合理 的に思考す る世 代（父母）。

そ し て 学 校 教 育 を 受 け 、 近 代 国 家 の 担 い 手 と な る 子 ど も た ち の 世 代 。 農 家 の

一日というあ りふれ た日常を借り ながら 、そこで描か れてい るのは「〈 近代〉

に虐げられな がら〈近 代〉に浸食さ れ、構造 変革を余儀な くされ ていく地方の

姿」（安藤 恭子「宮 沢 賢治『十月の 末』論  浸食される 〈地方 〉」 1992 年）で

す。  



 

ところで、興味深 いの はこの作品に 満ちて いるさまざま な「音」または「声」

そして「歌」で す。いま だ学校教育を 受けて いない嘉ッコ の生活 は、音に満ち、

声 や 一 見 非 論 理 的 な 歌 と と も に あ り ま す 。 祖 父 が 語 っ た 民 話 上 の 「 山 山 の へ

っ ぴ り 伯 父 」 は 、 結 末 に お け る 嘉 ッ コ の 叫 び で 新 た な 命 を 宿 し た よ う に も 感

じ ま す が 、 そ れ は 幼 い 子 の み が 有 す る 論 理 、 精 神 的 特 性 と い え る の か も し れ

ません。 (ペ吉 ) 

 

（本文の引用 は、新 潮文庫版『新 編  風 の又三郎』に よりま した。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  １６  

***************************************************************** 

 

 顔をあげる と、まわ りに人があつ まって いた。白い帽 子をかぶ り、白衣を着

てならんでい る姿が 、前足をたら したシ ロクマの群れ に見え る。  

 やさしいシ ロクマ たち。シロクマた ちは 悲しそうな目 でぼく にほほえんだ 。

どのクマも冷 凍室の 人口の冬を恋 しがっ ているみたい 。  

 

（『 シ ロ ク マ た ち の ダ ン ス 』 ウ ル フ ・ ス タ ル ク /作  菱 木 晃 子 /訳  佑 学 社  

1994 年 3 月初出、偕 成社  1996 年 6 月  p.43）  

 

こ の 本 の 主 人 公 ラ ッ セ は 、 あ る 日 、 か あ さ ん が 不 倫 相 手 と デ ー ト し て い る 場

面 に 出 く わ し 、 シ ョ ッ ク を 受 け て 父 が 働 く 食 肉 工 場 に 行 き ま す 。 と う さ ん は

ラッセを歓迎 し、ひ ょいとだきあ げ、「ラ ッセだ！おれ の息子 だ！」と大 きな

声で言います 。それか ら、ラッセは とうさん の仕事が終わ るまで、ブタ肉にパ

ン チ を 浴 び せ て 我 を 忘 れ ま す 。 引 用 の 場 面 は 、 と う さ ん と と う さ ん の 仕 事 仲

間 が そ ん な ラ ッ セ を 取 り 囲 ん で い る 様 子 が 、 ラ ッ セ の 視 点 か ら 描 か れ て い ま

す。  

 

ブタ肉を殴っ ても怒 らず、見守ってくれ る 白衣を着たと うさん たちたちは「や

さし」く、ぼくの怒 り や不安を受け 止めて「 悲しそうな目」で ほほ えんでくれ

ます。ラッ セがとうさ んたちの様子 を「悲し そう」で「恋しがっ て いる」と受

け 止 め る の は 、 と う さ ん の 知 ら な い か あ さ ん の 秘 密 を 知 っ て し ま っ た と い う

気持ちとも重 なりま す。  

 

か あ さ ん の こ と を 心 か ら 愛 し て い な が ら 、 無 口 で 不 器 用 な と う さ ん は か あ さ

んのことを少 しも疑 っていません。と ころ が、かあさんは、妊 娠 しており、ラ

ッ セ を 連 れ て 、 不 倫 相 手 の 歯 医 者 ト シ ュ テ ン ソ ン と 住 む こ と に な り ま す 。 と

う さ ん と は 全 く 異 な る タ イ プ の 義 父 、 ト シ ュ テ ン ソ ン と 出 会 っ た ラ ッ セ は 、

自分ととうさ んとの 関係を見つめ 直しま す。  

 

ラ ッ セ の 葛 藤 を ユ ー モ ラ ス に 描 き な が ら 、 周 り の 大 人 を 含 め て 人 生 の 不 条 理

を感じずには いられ ないこの作品 は、今 でも心に響き ます。 そして、 2017 年

に亡くなった 著者の ウルフ・スタルクの魅 力は、最後の 作品であ る『おじいち

ゃんとの最後 の旅』（ キティ・クローザー /絵  菱木晃子 /訳  徳 間書店  2020

年 9 月）までずっと 続きます。（Ｙ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   



***************************************************************** 

東京・出版ク ラブビ ル３階ライブ ラリー で 12 月 25 日（予定 ）まで開催さ れ

る 図 書 展 「 と な り の 国 へ の 扉 － 日 中 韓 共 同 プ ロ ジ ェ ク ト と 絵 本 作 家 か ら の メ

ッセージ」（日本国際 児童図書評議 会（ JBBY）企画・構成）に 行っ てきました。  

 

第一部は韓国 の絵本 のコーナーで す。韓 国の絵本作家 11 人の邦訳本と原書 、

未邦訳の本が 83 冊、それぞれの作 家のメ ッセージパネ ルとと もに展示され て

います。本 はケース に入ったキム  ジミン のしかけ絵本 以外、手 に取って読む

こ と が で き ま す 。 日 本 で 出 版 さ れ た 本 と 原 書 で 、 表 紙 の 違 い 等 を 見 比 べ る こ

とができます 。未邦訳 の本は、どれ も日本語 で読んでみた いと思 いました。ス

ージー・リーの『토끼들의 밤』(うさぎたち の夜）や、イ  オクベの昔話『오누이 

이야기』（兄弟の 話） など、絵から おはな しが想像でき て楽し めます。  

 

それぞれの作 家のメ ッセージは、この 展示 のために書か れた絵 とことばです 。

チョ  ウンヨンさん の 子どもがふた り馬に 乗っている絵 に「とな りのくにのと

も だ ち  み ん な で い っ し ょ に あ そ ぼ う 」 と い う メ ッ セ ー ジ が ひ ら が な で 書 か

れているのに 親しみ をおぼえたり 、パク  ジォンチェさ んの「お 元気ですか？

い つ も 日 本 を 恋 し く 思 っ て い ま す … 」 と い う メ ッ セ ー ジ を 見 て 、 昨 夏 に 来 日

いただいたこ とを懐 かしく思い出 したり しました。  

 

第二部の日中 韓共同 プロジェクト の展示 は、国際児童 図書評議 会（ IBBY）の日

本支部である JBBY と、中国の CBBY、韓国の KBBY が共同のプロ ジェクトを立

ち 上 げ 、 お 互 い の 国 で 本 を 紹 介 し て い ま す 。 今 回 は 環 境 を テ ー マ に 、 韓 国 の

『풀친구』（し ばふ の とも だち ） や、 中国 の『 咳咳 咳』（ゴ ホン ゴホ ン） な ど、

各国５冊ずつ 展示さ れていました 。  

 

11 月５日（予定）か らの後期日程 では、 第一部が韓国 から中 国の絵本に展 示

替えされるそ うで、 そちらも見て みたい と思いました 。（Ｋ ）  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

● 「 ブ ラ チ ス ラ バ 世 界 絵 本 原 画 展  こ ん に ち は ！ チ ェ コ と ス ロ バ キ ア の 新 し

い絵本」  

会  期：開催中～ 12 月 13 日 (日 ) 月曜休 館  

時  間：９： 00～ 17： 00  観覧料 ：有料  

場  所：奈良県立美 術 館  

主  催：奈良県立美 術 館、読売新聞 社、美 術館連絡協議 会  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html


【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《 １》「 この本読んだ ？」で紹 介しました『ぼ くのま つり縫い  手

芸男子とカワ イイ後 輩』を１名の 方にプレ ゼントします 。ご希望 の方は、メー

ルで件名「 メルマガ  NO.122 プレゼント希望 」とし、(1)お名前  (2)郵便番号・

住所  (3)電話番号  (4)メールアドレス、 よ ろしければ  (5)このメルマガのご

感想をお書き のうえ  office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は 11 月 10 日（火）、当選発表は 発送 をもって代え させて いただきます ／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

新しい手帳を 購入し ました。まず は、 15打数１安打で やっと 手に入れたチ ケ

ットの１年遅 れのそ の日をチェッ ク。五 輪に限らず、 海外渡 航を伴う様々 な

国際交流事業 に関係 者は頭を悩ま せてお られるでしょ うが、 ワクチン開発 な

どにより、早 く今ま での文化交流 が再開 されることを 願うば かりです。  

（ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  


